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	第一に、持続可能な成長戦略を立て、将来に希望を持てる経済社会を築くことだ。その際、政府が特定の産業へ主導的に重点投資を行うことで一時的な期待を煽るような手法ではなく、労働市場や金融市場の構造改革を通じて資源配分の効率性（Efficiency of resource allocation）を高め、市場メカニズムを介して成長分野へヒトや資本などの生産要素が円滑に移動する環境を整備することが重要だ（SBI金融経済研究所, 2026b）。また、心理学者Snyder（2002）の「希望理論（Hope The...
	第二に、社会の「包摂性（Inclusiveness）」と「流動性（Mobility）」の確保である。経済的格差の拡大や社会の分断が深刻化している環境の下では、他者の経済的成功を「自身の将来の可能性を示す前向きなシグナル」として捉えることができず、前述のトンネル効果は機能しない。このような状況では、他者の成功がむしろ嫉妬を引き起こし、社会秩序の不安定化や経済的停滞を招くリスク（Hirschman & Rothschild, 1973）が高まる。そうならないよう、教育への機会均等の確保、再分配政策によ...
	第三に、企業経営において、従業員のウェルビーイング向上を「投資」として位置づけるという考え方への転換である。それは、経営資源に余裕がある際にのみ支出される一時的なコストや、単なる福利厚生の枠組みとして捉えるべきではない。ウェルビーイングの向上は、従業員の認知的・心理的・社会的資源を拡大させ、組織内の構造的摩擦（離職率の上昇、アブセンティズム、プレゼンティズム）を最小化することで、中長期的な財務パフォーマンスを最大化する収益率の高い合理的な「人的資本投資」である。企業組織の内部においてこの好循環を定...
	「未来はきっと良くなる」という希望が現在のウェルビーイングを底上げし、それが新たな成長と希望を生み出す。この「成長とウェルビーイングの好循環」をいかに回し続けるか――それこそが、2040年に向けた私たちの最大のミッションではないだろうか。

